
江
戸
末
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
文
明
開
化
の
先

駆
者
た
ち
は
、
新
し
い
言
葉
を
創
り
、
古
い
言
葉
に

新
し
い
意
味
を
与
え
た
。
オ
ラ
ン
ダ
留
学
経
験
の
あ

る
西
周
が
創
っ
た
「
哲
学
」
は
そ
の
傑
作
の
一
つ
と

言
え
る
。「
科
学
」、「
技
術
」、「
物
理
」
な
ど
の
言

葉
は
既
に
存
在
し
て
い
た
が
、
現
在
の
意
味
で
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治
時
代
か
ら
で
あ
る
。

「
化
学
」
は
オ
ラ
ン
ダ
語
（C

h
em
ie

）
の
音
を
模
し

た
「
舎
密
（
セ
イ
ミ
）」
が
創
ら
れ
た
が
古
く
か
ら

の
「
化
学
」
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
明
治
の
先
達
が

作
り
上
げ
た
言
葉
を
、
我
々
の
世
代
は
当
然
の
よ
う

に
使
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
、
外
国
語
の
音
を
模
し

た
「
倫
敦
（
ロ
ン
ド
ン
）」、「
巴
里
（
パ
リ
）」
な
ど

は
カ
タ
カ
ナ
語
に
置
き
換
え
ら
れ
た
。

最
近
の
科
学
技
術
用
語
は
原
語
の
音
を
カ
タ
カ
ナ

で
表
す
も
の
が
多
い
。
根
岸
、
鈴
木
両
博
士
の
ノ
ー

ベ
ル
化
学
賞
受
賞
で
有
名
に
な
っ
た
「
ク
ロ
ス
カ
ッ

プ
リ
ン
グ
」
も
そ
う
だ
。
カ
タ
カ
ナ
の
読
み
方
を
知

っ
て
い
る
外
国
人
な
ら
、C

ross-cou
p
lin
g

で
あ
る

こ
と
を
理
解
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
外
国
語
の
音

を
そ
の
ま
ま
表
し
た
カ
タ
カ
ナ
語
は
、
外
国
人
に
も

優
し
い
国
際
性
を
持
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
ク
ロ

ス
」
と
「
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
」
は
広
辞
苑
に
「
交
叉
す

る
こ
と
」、「
２
つ
の
も
の
を
１
つ
に
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
」
と
載
っ
て
い
る
の
で
、
科
学
者
で
な
い
日
本

人
に
も
優
し
い
言
葉
だ
。

最
近
、
外
国
語
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
一
部
を
省
略

し
た
、
特
定
の
仲
間
の
間
で
し
か
通
用
し
な
い
と
思

わ
れ
る
隠
語
が
、マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
氾
濫
し
て
い
る
。

先
日
、
電
車
の
扉
に
貼
ら
れ
た
広
告
に
「
メ
ア
ド
」

と
あ
る
の
を
見
た
。
電
子
メ
ー
ル
の
「
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
」
の
こ
と
だ
が
、
一
般
の
人
や
、
海
外
か
ら
の

訪
問
客
は
説
明
が
な
い
の
で
、
理
解
で
き
な
い
と
思

う
。
公
共
の
場
に
あ
る
カ
タ
カ
ナ
隠
語
を
使
っ
た
広

告
は
、
品
位
だ
け
で
な
く
国
際
性
も
欠
い
た
も
の
に

な
る
。「
パ
ソ
コ
ン
」
や
「
テ
レ
ビ
」
の
よ
う
に
、

日
本
語
と
し
て
認
知
さ
れ
、
辞
書
に
掲
載
さ
れ
る
ま

で
は
使
わ
な
い
で
ほ
し
い
。

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
出
版
局
の
辞
典
に
「
ジ

ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ピ
ジ
ン
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」
と
い

う
項
が
あ
り
、
代
表
例
と
し
て
「
イ
チ
バ
ン
」
を
挙

げ
て
い
る
。「
ピ
ジ
ン
」
は
広
辞
苑
に
は
「
ビ
ジ
ネ

ス
の
中
国
語
訛
り
。
異
言
語
の
話
者
が
接
触
・
交
流

し
て
生
ま
れ
る
混
成
語
」
と
あ
る
。
ま
た
、「
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
」、「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」、「
ワ
ー
プ
ロ
」、

「
ド
ク
タ
ー
・
ス
ト
ッ
プ
」、「
バ
ー
ジ
ン
・
ロ
ー
ド
」

を
和
製
英
語
と
言
い
、「
日
本
で
使
わ
れ
る
英
語
は
、

外
国
人
と
話
す
こ
と
よ
り
も
、
日
本
人
同
士
で
話
す

た
め
」
と
書
い
て
い
る
。
言
葉
は
進
化
成
長
す
る
も

の
だ
か
ら
自
然
に
ま
か
せ
よ
と
い
う
人
が
い
る
が
、

ピ
ジ
ン
や
和
製
英
語
を
公
式
の
文
書
に
使
う
な
ら
、

そ
の
こ
と
を
認
識
し
た
上
で
使
っ
て
ほ
し
い
。
明
治
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外
国
人
に
も
理
解
で
き
る

優
し
い
表
記
法

原
語
の
意
味
を
知
っ
て

和
製
英
語
を
使
う
必
要
が
あ
る



時
代
に
中
学
校
で
外
国
人
と
野
球
の
試
合
を
し
た
経

験
の
あ
る
人
に
守
備
位
置
を
尋
ね
る
と
、「
シ
ョ
ー

ト
ス
ト
ッ
プ
だ
っ
た
」
と
返
っ
て
き
た
。
明
治
の
中

学
生
は
正
確
な
英
語
を
使
っ
て
い
た
の
だ
。

フ
ラ
ン
ス
語
の
統
一
の
た
め
、
ル
イ
13
世
が
作
っ

た
、
ア
カ
デ
ミ
ー
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
は
、
現
在
で
も

フ
ラ
ン
ス
語
の
標
準
と
な
る
辞
書
を
作
っ
て
い
る
。

英
国
で
は
一
般
紙
と
呼
ば
れ
る
新
聞
と
、
夕
刊
紙
と

呼
ば
れ
る
新
聞
で
は
格
調
の
異
な
る
言
葉
が
使
わ
れ

て
い
る
。
日
本
の
一
般
紙
、
放
送
局
、
あ
る
い
は
国

際
化
を
志
向
す
る
企
業
や
個
人
は
、
日
本
語
を
学
ぶ

外
国
人
に
優
し
い
日
本
語
資
料
を
作
る
よ
う
心
が
け

て
ほ
し
い
。
ち
な
み
に
、
日
本
語
を
学
ぶ
外
国
人
学

生
が
困
る
の
は
、
辞
書
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
カ
タ

カ
ナ
語
だ
と
い
う
。

カ
タ
カ
ナ
技
術
用
語
は
正
確
に
定
義
さ
れ
て
い
る

の
で
誤
解
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
が
、
一
般
的
に
使

わ
れ
る
外
国
語
、
特
に
修
飾
語
は
、
日
本
人
が
知
ら

な
い
多
く
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
カ
タ
カ
ナ
語
を

使
う
と
き
に
は
原
語
の
意
味
、
さ
ら
に
そ
の
言
葉
が

名
詞
、
形
容
詞
、
形
容
動
詞
な
の
か
ま
で
詳
し
く
知

っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
誤
っ
た
使
い

方
と
な
り
、
外
国
人
に
奇
異
な
感
じ
を
与
え
る
こ
と

が
多
い
。
カ
タ
カ
ナ
語
を
使
う
よ
り
も
、
辞
書
に
あ

る
正
確
な
日
本
語
で
表
現
し
た
方
が
、日
本
人
に
も
、

外
国
人
に
も
優
し
い
国
際
的
な
日
本
語
文
に
な
る
。

我
々
が
外
国
語
の
文
章
を
読
む
と
き
に
、
辞
書
に
頼

る
の
と
同
様
に
、
彼
ら
も
日
本
語
文
を
読
む
と
き
に

は
辞
書
を
頼
り
に
し
て
い
る
。
日
本
語
文
に
使
わ
れ

で
伊
藤
博
文
が
英
国
公
使
と
英
語
で
折
衝
し
た
と
き

の
話
が
あ
る
。
伊
藤
が
ユ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
パ
ウ
エ
ル

と
怒
鳴
り
、
公
使
が
け
げ
ん
な
顔
を
し
て
「
も
う
一

度
」
を
繰
り
返
し
、
よ
う
や
くE

uropean
pow
ers

（
欧
州
列
強
）
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
き
に
、

伊
藤
が
「
そ
う
だ
、
そ
の
パ
ワ
ー
だ
、
パ
ウ
エ
ル
な

ど
と
つ
い
オ
ラ
ン
ダ
語
が
出
た
の
で
ね
」
と
言
い
、

伊
藤
の
英
語
を
度
胸
英
語
と
紹
介
し
て
い
る
。
意
思

の
疎
通
に
は
、
繰
り
返
し
て
確
認
を
求
め
る
こ
と
の

で
き
る
度
胸
英
語
の
方
が
、
流
暢
な
英
語
よ
り
も
有

力
な
手
段
な
の
だ
。

2011.157

技術者からの視点

た
「
改
善
」、「
感
性
」
や
「
も
っ
た
い
な
い
」
は

kaizen

やkansei

そ
し
てm

ottainai

と
し
て
国
際
語

に
な
っ
て
い
る
。

カ
タ
カ
ナ
語
は
話
す
時
に
も
大
き
な
問
題
が
あ

る
。
第
一
は
、
日
本
語
に
な
い
「
ｒ
（
ア
ー
ル
）」

と
「
ｌ
（
エ
ル
）」
の
区
別
で
あ
る
。
我
々
が
話
す

と
「
テ
レ
ビ
」
は
「
ｔ
ｅ
ｒ
ｅ
ｂ
ｉ
」、「
ラ
ジ
オ
」

は
「
ｒ
ａ
ｊ
ｉ
ｏ
」、「
カ
ー
ド
」
は
「
ｋ
ａ
ｄ
ｏ
」、

「
ホ
テ
ル
」
は
「
ｈ
ｏ
ｔ
ｅ
ｒ
ｕ
」
と
聞
こ
え
る
そ

う
だ
。
私
が
、
米
国
で
タ
ク
シ
ー
運
転
手
に
行
く
先

を
伝
え
る
の
に
苦
労
し
た
の
は
、
エ
ル
と
ア
ー
ル
が

入
り
混
じ
っ
た
「
ベ
ル
・
テ
レ
フ
ォ
ン
・
ラ
ボ
ラ
ト

リ
ー
」
で
あ
っ
た
。
ア
ク
セ
ン
ト
も
問
題
だ
。
例
え

ば
、
テ
レ
ビ
で
話
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
「
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
」
で
、「
マ
」
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
置
く
と
、「
船

荷
目
録
、（
船
･
飛
行
機
の
）
乗
客
名
簿
」
を
意
味

す
る
英
語
に
な
る
。「
フ
ェ
」
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
置

く
と
、
イ
タ
リ
ア
語
の
「m

an
ifesto

（
宣
言
書
）」

を
、
そ
の
ま
ま
借
用
し
た
英
語
に
な
る
。
ア
ク
セ
ン

ト
の
場
所
に
よ
っ
て
、
英
語
で
は
異
な
る
意
味
に
な

る
。
外
国
人
に
カ
タ
カ
ナ
語
を
話
す
と
き
は
、
原
語

の
綴
り
と
ア
ク
セ
ン
ト
の
位
置
を
確
認
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

話
す
時
に
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
相
手
が
正
し
く

理
解
し
て
い
る
こ
と
の
確
認
で
あ
る
。
岩
波
文
庫
の

『
戊
辰
物
語
』（
東
京
日
日
新
聞
編
）
に
、
条
約
改
正

度
胸
英
語
は
意
思
疎
通
の

有
力
な
手
段
で
あ
る

Ｐ
４１
の
解
答

■
詰
め
将
棋

１
四
飛
　
同
香
　
２
五
竜
　
１
三
玉
　
１
四
竜
　
同
玉

１
五
香
　
同
玉
　
２
五
金
ま
で
、
九
手
詰
。

「
解
説
」

初
手
１
四
飛
を
１
四
同
玉
は
、
１
五
竜
、
同
玉
、
２
五

金
ま
で
。
し
た
が
っ
て
１
四
同
香
は
最
善
の
応
接
。
１
四

竜
に
、
２
二
玉
は
１
二
金
ま
で
。
飛
車
よ
り
も
金
を
残
す

手
法
で
あ
り
ま
す
。

■
詰
め
碁

「
正
解
」

ま
ず
黒
１
と
ア
タ
リ

を
決
め
る
の
が
手
順

で
、
白
２
の
ツ
ギ
の
あ

と
黒
３
か
ら
５
で
中
手

攻
め
黒
７
で
し
と
め
ま

す
。
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